
被災した住宅の復旧方法オンラインセミナー 

（オンライン）

低コスト耐震補強等 
8/21（水），10：00～12：00 

『能登半島地震被災住宅支援プロジェクト』 
～低コスト工法を活用した補修＋補強～ 

井戸田 秀樹（名古屋工業大学）

低コスト工法開発の経緯

Copyright © Society of Architectural Pathologists Japan

1



南海トラフ巨大地震の被害想定について　内閣府（2019年6月）
地震動ケース（理論最大M9・基本）　津波ケース（ケース①）30年80％

人的被害（全国）

人的被害（愛知県）
要因＼条件 冬・深夜 夏・昼 冬・夕方

建物倒壊による死者 11,000 4,500 7,700

津波による死者 1,700 1,200 1,400

地震火災による死者 1,200 600 2,900

要因＼条件 冬・深夜 夏・昼 冬・夕方

建物倒壊による死者 65,000 28,000 45,000
津波による死者 160,000 112,000 111,000

地震火災による死者 4,800 2600 13,000
自力脱出困難者 240,000 153,000 190,000
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愛知県だけで日本の総出荷額の15%

会　長：2005-2011　小野 徹郎（当時名古屋工業大学） 
　　　　2012-　　　  福和 伸夫（名古屋大学） 
副会長：（愛知県住宅計画課長），（名古屋市耐震化支援室長） 
幹事長：井戸田秀樹（名古屋工業大学） 
幹　事：勅使川原正臣（名古屋大学） 
　　　　市之瀬敏勝（名古屋工業大学） 
　　　　斉藤 大樹（豊橋技術科学大学）　 
　　　　愛知県建築住宅センター 
　　　　JSCA中部支部 
会　員：名古屋大学，名古屋工業大学，豊橋技術科学大学の構造・材料系教員 
　　　　愛知県，名古屋市 
　　　　確認審査機関 
　　　　愛知県建築士事務所協会 
　　　　愛知県建設団体協議会 
　　　　JSCA中部支部 
　　　　民間企業（矢作建設，中部電力，ほか）

愛知建築地震災害軽減システム研究協議会（減災協議会）
３大学＋愛知県，名古屋市，他　　2005年発足

建物の耐震化の促進 
↓ 

人命保護＋事業継続
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・現在、全58仕様
・全仕様について、愛知県他23の府県で行政の補助対象工法として認定 
・実績12,000棟（全国・推定）

2008年 A-111, A-131, A-161，A-134

全60仕様（2024.3）

A-233, A-263, A-273，A-435, A-4652009年
A-222, A-223, A-242，A-311, A-334, A-442 
A-811, A-821, A-831

2013年

A-111(カ), A-111(マ)，A-213, A-326, A-335 
A-355, A-365, A-426，A-455

2015年

A-112, A-113, A-173，A-234, A-233(カ) 
A-233(マ), A-274，他，全１７工法

2016年

A-2342017年
A-213(マ)(タ)，A-223(カ)(マ)(タ)，A-2442018年
A-413，A-423，A-4732021年

愛知県の 
成果を 
全国へ

国立大学法人名古屋工業大学 
高度防災工学研究センター

きっかけは 
高知県！
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ベーシックコース 
安価な耐震改修の基本を習得 

総合講習編
木造住宅の耐震改修促進に向けた設計・施工技術を総合的に講習

アドバンストコース 
耐震診断ソフトを使った設計演習 

エキスパートコース 
グループ演習と改修設計案の 

プレゼンテーション 

実務講習編
設計・施工のノウハウから隠しワザまで、演習を通して伝授

施工演習コース 
Ａ工法の実演・実務講習

設計演習コース 
耐震診断ソフトの基本操作から 

隠しワザまで 

行政の補助対象工法認定県 
（27の府県）

10年間に全国24の府県で255回の講習を開催

総受講者数 14,783名
2013年　1県　１回 
受講者数　200名
2014年　5県　5回 
受講者数　830名
2015年　5県　5回 
受講者数　590名
2016年　12県　25回 
受講者数　1,900名
2017年　17県　１9回 
受講者数　1,835名
2018年　21県　32回 
受講者数　2,061名
2019年　23県　41回 
受講者数　2,059名
2020年　22県　25回 
受講者数　1,194名
2021年　23県　28回 
受講者数　1,296名
2023年　25県　43回 
受講者数　1,390名
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(11)
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（10）

■ 達人塾の効果

石川県 
（11）

香川県 
（12）

鳥取県 
（13）

達人塾開催 
初年度

行政 住宅耐震化は防災の最優先課題
耐震改修工事に補助金を出そう
古い住宅の建替えにも補助金を
耐震改修技術を学ぶ講習会を開催

耐震は手間がかかって商売にならん

補助金申請の手続きが面倒すぎる
そもそも高くて誰もやらない！

リフォーム工事の方が儲かるし・・
民間

所有者 工事費用が高い！
倒壊する前に逃げ出すから大丈夫！
地震が先か、寿命が先か・・・
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耐震改修を建築士のビジネスにつなげる

家主に諦めさせない

家主の負担
を減らす

家主の求める安
心に応える

設計料について
理解を求める

安価な工事にする
工期を短くする

安心を実感させる説
明をする

安くする努力に対し
て報酬をいただく

Y：一般診断法（Wee）
による評点

Y：精密診断法
による評点

X：真の評点
0.2 0.4 0.6 0.8
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X：真の評点
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正解 X=Y

UP!

Aさん宅

Aさん宅
UP!

正解 X=Y

安価な工事にする 工期を短くする

診断の精度を上げる
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安価な工事にする 工期を短くする

診断の精度を上げる

なるべく精密診断法で！

0.40 0.69 0.78
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愛知建築地震災害軽減システム研究協議会
（減災協議会）

木造住宅低コスト耐震補強の手引き
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67歳63歳
Ｓさん夫婦

67歳63歳

安心を実感させる説明をする

とにかく安心して老後を過ごしたいんですよ。 
年金暮らしなので、お金はかけられません！

築年：昭和54年　木造２階建 
息子１，娘１は独立　先月，市の無料耐震診断を実施 
★評点0.29　大破壊の危険があります 
★想定改修費用　350万円～500万円

家主の求める安
心とは何か

耐震改修すれば
ホントに壊れないんだ

ろうか？

相場が分からな
いからだまされるのは

いやだわ

評点
がいくつなら安心でき

るの？

そもそも
家が壊れるってどうい

うこと？

Copyright © Society of Architectural Pathologists Japan

12



修復の可能性と被害状況被害の様子

無
被
害

小
破

中
破

大
破

倒
壊

ほぼ無被害

継続使用可・軽微な補修要

多くの場合避難生活
かなりの修復費用が発生

避難生活・修復困難

命を落とす危険性大

5～10cm

1～5cm

1cm以下

10cm以上

安くする努力に対して報酬をいただく

190万円
設計料を入れても

設計料 30万円

350 

一般診断法 
＋ 

在来工法

260 

一般診断法 
＋

改修専用工法

160 

改修専用工法

詳細な診断法
＋

補助金

所有者負担

設計料は安い工事ほど高いのが正解

Copyright © Society of Architectural Pathologists Japan

13



耐震改修補助金を使った被災住宅の救援について

『能登半島地震被災住宅支援プロジェクト』 
～低コスト工法を活用した補修＋補強～

被害の様子

無
被
害

小
破

中
破

大
破

倒
壊

・公費解体・撤去 
・支援金　　〇 
・仮設住宅　〇

・軽微な補修で居住可能 
・支援金　　× 
・仮設住宅　×

・補修にかなりの費用 
・支援金　　× 
・仮設住宅　×

耐震改修補助金 
を使って 
復旧＋改修 
を支援
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被災前後の耐震性能と復旧方法の概念
（関連用語の定義）

例えば評点1.0
補修

補修
被災

補強
軽微な補修Ａ

Ｂ
Ｃ

被災前

被災後

社寺等の伝統建築は対象外
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載荷時 除荷時

乾式真壁 乾式真壁
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朝日新聞デジタル > 記事

被災住宅を補助金で強く　「住み続けたい」に応えるプロ
ジェクト始動
能登半島地震

編集委員・ 佐々木英輔 2024年6月2日 9時00分

list 0

能登半島地震 パレスチナ情勢 速報 朝刊 夕刊

トップ 社会 経済 政治 国際 スポーツ オピニオン IT・科学 文化・芸能

　耐震改修の補助金の枠組みを使って、能登半島地震で被災した住宅を修復し、次の地震に
対しても強くする。そんな支援プロジェクトに名古屋工業大と建築士らのグループが取り組
み始めた。
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今後の課題

・地盤、基礎の改修

・建て起こしの方法

・耐震改修補助金以外の公的補助金の活用

・被災度判定技術、改修設計技術の普及

・施工者不足
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被災した住宅の復旧方法オンラインセミナー 

（オンライン）

低コスト耐震補強等 
8/21（水），10：00～12：00 

『能登半島地震被災住宅支援プロジェクト』 
～低コスト工法を活用した補修＋補強～ 

井戸田 秀樹（名古屋工業大学）
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